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１．概要（Summary） 

我々はこれまで自動でトマトを収穫する農業用ロボット

用の圧力センサの開発を行ってきた。これにより比較的柔

らかい圧力センサを用いてトマトの硬さをダメージなく測

定し、トマトの熟度を判別可能となる。当該圧力センサ検

知部をカーボンナノチューブ／ポリジメチルシロキサン

(CNT/PDMS)複合材料 1)を用いて作製に成功した。ここ

では、マトリックス状に圧力分布値を表示させるために 4

×4 電極の作製を目指した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

スパッタ装置、フォトリソ設備、ケミカルドラフト、超音波洗

浄機、プラズマ CVD 装置、RIE 装置、電気炉 

【実験方法】 

Figure1、Figure2 に各々実験のフローチャートと電極の

図面を示す。 

 
Figure1 Flow chart 

 
Figure2 Layout design of electrode 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

完成した 4×4 電極を以下の Figure3 に示す。 

 
Figure3 4×4 electrode device  

 

４．その他・特記事項（Others） 

【参考文献】 
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学研究科)。本研究は平成 30 年度北九州産業学術推進

機構[FAIS]  新成長戦略推進研究開発事業 （シーズ創

出・実用性検証事業補助金、代表：田中啓文）の助成を受

け、実施された。共同開発センター竹内修三様、安藤秀幸

様には、デバイス作製のサポートについて深く感謝申
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